
 
 
 
 
 
 
 

 

健康で有意義な夏休みを！ 
 

                                 副校長 西村 学徳 
 

記録的な暑さが続いた１学期末。熱中症指数が基準値を超え、子供たちの安全を考えて、

外遊びや校庭でのたてわり班活動、更には水泳の学習まで中止せざるを得ない状況になるこ

ともありましたが、子供たちは教室や体育館などで遊んだり活動をしたり、工夫して過ごし

ている様子が見られました。７月は、代表委員会主催の七夕集会や学校園委員会の発表集会

もあり、子供たちにとって楽しいひと時になったことと思います。この暑さの中、気が付く

と学校園のヒマワリもぐんぐんと大きくなり、立派な花を咲かせてくれました。この１学期

を振り返ると、様々な場面で、ヒマワリの成長に負けないくらい三小の子供たちも大きな成

長を見せてくれました。夏季休業中の個人面談で、ぜひお伝えしたいと思います。 

さて、今日で１学期も終わり、いよいよ明日からは多くの子供たちが待ちに待 

っていた夏休みが始まります。これから始まる３９日間の夏休み、三小の子供た 

ちには、特に２つのことを意識して過ごしてほしいと思います。 

１つ目は、安全に健康に過ごすこと。暑い日はまだまだ続きますので、熱中症 

にならないように気を付け、規則正しい生活を送ることで健康に過ごしてほしい 

です。また、事故や事件に巻き込まれないように、安全にも十分に気を付けてほしいです。 

２つ目は、目標をもって過ごすこと。長い夏休み、それぞれ自分なりの目標を立てて過ご

してほしいです。「〇〇ができるようになりたい」「〇〇を頑張る」「毎日、〇〇をする」

等、勉強でも、家のお手伝いでも、何かへのチャレンジでも、何でもよいと思います。自分

のペースでじっくりと取り組むことができるのが夏休みのよさでもあります。 

保護者の皆様には、ぜひ夏休みの始まりにあたり、お子さんと夏休みの過ごし方について

話し合っていただき、そして励ましていただきたいと思います。お家の方自身の目標をお子

さんに伝えたり、お忙しい中だとは思いますが、お子さんと一緒に何か取り組んだりするの

もよいかもしれません。私は、明日にでも、我が家の子供たちに「父さんはこの夏、部屋の

片付けと、買ったまま読んでない本をしっかりと読むことを頑張ります！」と宣言しようか

と考え中です。いずれにしても三小の子供たちには、健康で有意義な夏休みを過ごしてほし

いと願っています。そして、２学期始業式に元気な姿で会えるのを楽しみにしています。 

最後になりましたが、この１学期、保護者・地域の皆様には三小の教育活動に御理解と御

協力をいただきました。学校では日々、様々なことが起きますが、おかげさまで、１学期を

終えることができました。心より感謝申し上げます。２学期以降も変わらぬ御支援をいただ

けますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

学校だより 

http://fussa-3e.hs.plala.or.jp/ 
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令 和 ５ 年 ７ 月 ２ ０ 日 

福生市立福生第三小学校 

 校長：浅 倉  宏 之 
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【６月２４日実施の学校公開・セーフティ教室の保護者アンケートより（一部抜粋）】 
 

・子供の発言の機会が多くよかったと思いました。ｉＰａｄを使って友達のノートの活用の仕方を見ること
ができていて、友達のよいところをどんどん真似していってほしいと思いました。 

・子供たちが一生懸命に学習をしている様子が見られました。高学年は体も大きく教室がかなり狭く感じま
した。多くの保護者が教室の中に入れなかったのが気になりました。 

・算数の授業は、一人一人の理解度によって分かれての授業でしたが、子供たちが授業の内容を分かるよう
な工夫があり、とても良かったです。 

・授業を参観し、授業に取り組む姿勢が身に付いている子とまだの子との差がとても大きく、授業を進める
のが大変だろうなぁと感じました。子供たちが互いの個性を認め合っている雰囲気を感じました。 

・セーフティ教室では、内容が時代に合っていて、とても参考になりました。インターネット上で友達とつ
ながるのはよいこともあるのでトラブルに合わないように子供を見守りたいと思います。 

・セーフティ教室では、「おもしろいね」という言葉一つとっても、一人ひとり受け止め方が違うというこ
とを子供たち自身が学べてよかったと思います。連絡ツールとしてＳＮＳを利用するつもりでも、人権を
侵害する危険性があることを、使う子供たちと与える保護者も理解するべきだと思います。 


